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【  特　集  】

進化するモノづくり教育  part5　～学生主体のモノづくり実践～
我が国の科学技術や産業社会の持続的発展のためには，高度な専門知識と広い教養をもち，かつ創造性，主体

性，積極性，問題解決能力をもつ人材の育成が不可欠となってきている．このような社会的要求に応えるために，現
在，多くの高専や大学の工学系学部で幅広い専門知識を有しかつ協調性を備えた高度技術者の育成のための創造教
育が実践されている．このような状況のなか，教わるのではなく自らが学び自らが行動する“モノづくり”を実践してい
る学生たちがいる．彼らは今までに学習した知識や技術を応用し，今までにない新しいものやシステムを作り上げ，そ
れを競技大会やイベントなどで試す“挑戦型モノづくり”を行っている．このような取り組みに熱く燃えている大学生・
高専生の活動内容と成果についてご紹介いただいた．本特集が，大学・高専におけるモノづくり教育や学生指導の
一助になれば幸いである．
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